
ドローン空撮による印旛沼の水生植物調査

令和３年度～４年度
（公財）印旛沼環境基金

ナガエツルノゲイトウの前⾯にオニビシが繁茂
⻄印旛沼飯野地区（⻯神橋付近）（R4.8.23)

MAVIC MINI MAVIC2 ZOOM

ナガエツルノゲイトウ オニビシ



当基⾦による印旛沼⽔⽣植物調査
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（平成16年6月制定）」で

特定外来生物として指定された「ナガエツルノゲイトウ」は、平成２年に印旛沼流域河川で

ある鹿島川河口部の飯野竜神橋付近で発見されました。そこで、当基金では、ナガエツルノ

ゲイトウと水生植物のオオフサモに加え、沼内の生育面積が大幅に拡大した在来のオニビシ

の生育分布調査について、平成27年度までは市民団体による生育分布調査を支援し、平成28

～令和２年度は、市民団体の協力を得た当基金の事業として実施し状況把握に努めてきまし

た。

当基金では、令和３年度からはドローンを活用した新たな調査手法を取り入れ、主にナガ

エツルノゲイトウ及びオニビシを対象に、印旛沼内の主要地点における生育状況を継続監視

することとしました。今回は、令和３～４年度の各地点のドローン空撮写真をお伝えします。

今後とも随時、ドローン空撮写真を提供していく予定です。



調査に使⽤したドローンの仕様



調査地点

①北須賀地先

③北須賀地先

（②吉⾼⼲拓地先）
＊印旛⼟⽊事務所管
轄

北印旛沼調査地点（写真は8⽉）



① 北須賀地区（R3-4、春）

R3.6.8 R3.6.8

R4.6.1 R4.6.1

５⽉ころまで湖底に沈んでいたオニビシの種
が発芽し、茎が6⽉初旬に⽔⾯に達します。



① 北須賀地区（R3-4、夏）

R3.8.5 R3.8.5

R4.8.23 R4.8.23

8⽉にはオニビシの葉が重なり合うように
広がり⽔⾯を覆いつくします。



②吉⾼⼲拓地先（R3-4）

R3.4.12 松⾍川（船⼾橋） R3.8.5 吉⾼⾈留場

R4.8.23 R4.10.11

吉⾼地区は、ナガエツルノゲイトウの群落
が船留場と松⾍川に繁殖しています（⻩⾊
線内）。オニビシは繁殖していません。



③ 北須賀地区甚兵衛沼（R3-4）冬〜春

R4.1.13 北側から撮影 R4.6.1

R3.1.16 R3.6.8

５⽉ころまで湖底に沈んでいたオニビシの種
が発芽し、茎が6⽉初旬に⽔⾯に達します。



③ 北須賀地区甚兵衛沼（R3-4）、夏〜秋

R3.8.5 R4.8.24

R4.10.4 R4.10.20

8⽉〜10⽉まではオニビシの葉が重なり合うよう
に広がり⽔⾯を覆いつくします。
10⽉下旬から枯れ始め、沼底に種⼦を残して11⽉
には姿を消します。

オニビシの種⼦



調査地点

⑤瀬⼾地先

④⼟浮地先

⑥師⼾地先

⑦師⼾地先

⑧飯野地先

⻄印旛沼調査地点（写真は8⽉）



④ ⼟浮地区（R3-4）、冬〜春

R3.1.13 R3.6.1

R4.1.13 R4.6.1

５⽉ころまで湖底に沈んでいたオニビシの種
が発芽し、茎が6⽉初旬に⽔⾯に達します。



④ ⼟浮地区（R3-４）、夏

R3.8.5 R3.8.5

R4.8.24 R4.8.24

8⽉にはオニビシの葉が重なり合うように
広がり⽔⾯を覆いつくします。



⑤ 瀬⼾地区（R3-４）、春

R3.6.8左側 R3.6.8 右側

R4.6.1 左側 R4.6.1 右側

５⽉ころまで湖底に沈んでいたオニビシの種
が発芽し、茎が6⽉初旬に⽔⾯に達します。



⑤ 瀬⼾地区（R４）、夏

R3.8.5 左側 R3.8.5 右側

R4.8.24 左側 R4.8.24 右側

8⽉にはオニビシの葉が重なり合うように
広がり⽔⾯を覆いつくします。



⑦ 師⼾地区（R3-4）、冬〜春

R3.1.13 R3.6.8

R4.1.13、南側より撮影 R4.6.1

５⽉ころまで湖底に沈んでいたオニビシの種
が発芽し、茎が6⽉初旬に⽔⾯に達します。



⑦ 師⼾地区（R４）

R4.8.23 R4.10.11

R4.10.11 R4.10.11 師⼾川⽅⾯

師⼾地区は、ナガエツルノゲイトウの群
落がオニビシの内側と師⼾川に繁殖して
います（⻩⾊線内）。



⑧ 飯野地区（R3）

R3.1.25、ナガエのみ

R3.6.8、ナガエのみ

R3.3.23、ナガエのみ

R3.8.5 ナガエ前⾯にオニビシ繁茂

飯野地区（R3年度）は、ナガエツルノゲ
イトウの群落があり、オニビシの内側に
繁殖しています（⻩⾊線内）。



令和4年度は、西印旛沼南東部では、千葉県水質保全課により、ナガエツルノゲイトウ等の外来水生
植物の駆除業務が行われた。ハイドロモグ等を用いて先行駆除を行い、水深の浅い箇所、ヨシ帯等の
障害によりハイドロモグでの駆除が困難な箇所については、ハーベスターと人力で行った。

千葉県による外来⽔⽣植物の駆除業務（令和4年度、9-11⽉）

ハイドロモグ（⽤語説明）
：⽔草刈取り船の意味
船先端にクラム（つかむ）、
耕耘機（砕く）などのア
タッチメントを取り付け、
各種作業（つかむ、砕く
等）を⾏うことができる船。

（⽔草を刈り取るハイドロモグ）



⑧ 飯野地区（R4）

R4.6.1 駆除前 ナガエのみ、オニビシ繁茂前

R4.10.21  ハイドロモグ等による駆除作業⾵景

R4.8.23 駆除前 ナガエ前⾯にオニビシ繁茂

R4.11.25 駆除後

飯野地区（R4年度）は、ナガエツルノゲ
イトウの群落があり、オニビシの内側に
繁殖しています（⻩⾊線内）。

台船（⽔上運搬）
ハイドロモグ

⼈⼒による駆除



（その他）船⼾⼤橋〜阿宗橋、R4.10.16

ナガエツルノゲイトウの群落がところど
ころあります（⻩⾊線内）。オニビシの
繁殖は認められませんでした。


